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村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
25
年

の
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
、
自
然
災
害
が
全
国
的
に
多
発
し

て
き
て
い
ま
す
。
奄
美
に
お
き
ま
し
て
も

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
た
奄
美
豪
雨
の

後
、
２
度
も
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
は
、
連
続
し
て
大
型
台
風
が
襲

来
し
、
村
内
で
も
多
く
の
方
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
へ
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
は
、
事
故
・
災
害
等
の
無
い
平

和
で
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
村
政
を
進
め
る
上
で
大
事
な
こ
と

は
、「
行
政
は
村
民
の
立
場
に
立
っ
て
村
興
し

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
基

本
理
念
の
下
に
、
村
政
運
営
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
本
年
も
引
き
続
き
原
点
に
戻
り
、

村
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
年
頭
に
当
た
り
、
村
政
の
主

な
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
健
全
財
政
の
確
立
」
で
あ
り
ま
す
。

　

村
興
し
の
原
点
は
、
村
民
で
あ
り
ま
す
。

事
業
の
効
果
や
必
要
性
な
ど
十
分
な
検
討
を

行
い
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
目
指

し
、
適
正
な
予
算
執
行
で
健
全
財
政
の
確
立

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今
一
度
、
職

員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る

特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大
」
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
和
村
の
産
業
は
、
農
林
水

産
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
あ
り

ま
す
振
興
策
の
一
つ
に
、
村
の
特
産
品
で
あ

る
ス
モ
モ
や
タ
ン
カ
ン
と
併
せ
て
マ
ン
ゴ
ー

の
生
産
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
村
外
へ
の

販
路
の
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
し
て
、
村
外
へ
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
神
奈
川
県
大
和
市
や
東
京
都
板

橋
区
で
の
物
産
展
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
大
和
ま
ほ

ろ
ば
館
を
拠
点
と
し
て
、
開
発
・
商
品
化
を

進
め
る
こ
と
で
、
村
で
生
産
さ
れ
た
作
物
の

付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
生
産
意
欲
向
上
に
繋
が
っ
て
い
け

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
生
産
者
で
あ
る
農
家
の
皆
さ
ん

の
所
得
向
上
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
た
め
、

村
が
進
め
て
お
り
ま
す
農
作
物
の
名
瀬
中
央

青
果
市
場
へ
の
集
荷
・
出
荷
体
制
を
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
生
産
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

３
点
目
は
、「
定
住
促
進
に
よ
る
村
の
活
性

化
」
で
あ
り
ま
す
。
各
種
の
定
住
促
進
施
策

を
継
続
し
て
実
施
し
な
が
ら
、
雇
用
創
出
に

も
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
へ
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、「
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境

の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
生
み
育

て
や
す
い
社
会
環
境
の
整
備
を
充
実
さ
せ
、

子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
教
育

環
境
の
整
備
に
よ
り
、
人
間
性
豊
か
な
人
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

５
点
目
は
、「
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、

生
活
環
境
の
整
備
促
進
」
で
あ
り
ま
す
。
生

活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
交
通
網
や
情
報
通
信

体
系
、
集
落
内
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

６
点
目
は
、「
防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
心
・

安
全
な
村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
る
現
在
、
災
害
に
強
い
村

づ
く
り
の
推
進
は
非
常
に
大
切
で
あ
り
ま
す
。

定
期
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
、
集
落
避
難
所
の
機
能
向
上
、

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

７
点
目
は
、「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
で
あ

り
ま
す
。
本
村
の
高
齢
化
率
、３
６
．
６
％
は
、

奄
美
群
島
内
で
は
最
高
の
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
施
策
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

以
上
、
合
計
７
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
村

政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

村
民
と
共
に
明
る
く
心
豊
か
な
「
ま
ほ
ろ
ば

大
和
」
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守
り
な
が
ら
、

「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
」
を
継
承
し
、
後

世
に
残
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
参

り
ま
す
と
共
に
、
大
和
村
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
然
と
共
生
し
、
生
き
生
き
、
安
心
、

安
全
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
な
ど
に
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

  

新
春
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
方
の
限
り
な

い
ご
多
幸
と
、
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

　
　

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
和
村
長

伊
集
院 

幼

謹
賀
新
年

自
然
と
共
生
し
、
安
全
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
。
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二
十
歳
の
記
念
日
・
成
人
式

「
将
来
は
村
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

　

1
月
4
日
、
大
和
村
中
央
公
民
館
に
て
村

内
25
名
の
成
人
者
（
対
象
38
名
）
を
招
き
、

平
成
25
年
二
十
歳
の
記
念
日
・
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
泉
有
智
教
育
長
が
「
裏
山
に
登

る
こ
と
と
高
い
山
に
登
る
こ
と
は
覚
悟
が
異

な
る
」
と
、
志
と
覚
悟
を
登
山
に
例
え
て
激

励
。
伊
集
院
大
和
村
長
と
梅
畑
茂
和
大
和
村

議
会
副
議
長
に
続
き
南
雲
聡
大
和
村
連
合
青

年
団
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
南
雲
団
長

は
、
青
年
団
の
主
催
す
る
ひ
ら
と
み
祭
な
ど
、

若
者
が
団
結
し
て
目
的
を
達
成
す
る
充
実
感

や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
お
こ
し
の
役
割
を

紹
介
。「
青
年
団
活
動
を
通
じ
と
も
に
地
域
に

貢
献
し
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
25
名
全
員
が
自
己
紹
介
と
抱
負
を

発
表
。「
シ
マ
を
離
れ
て
初
め
て
故
郷
の
素
晴

ら
し
さ
と
両
親
や
地
域
の
方
々
の
優
し
さ
を

認
識
し
ま
し
た
」、「
将
来
は
医
師
に
な
っ
て

大
和
村
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
」、「
将
来
は

村
に
戻
り
ふ
る
さ
と
大
和
村
に
貢
献
し
た
い
」

な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
中
は
緊
張
か
ら
か
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ

て
い
た
新
成
人
た
ち
も
終
了
後
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
様
子
で
友
人
や
家
族
と
記
念
撮
影
。

華
や
か
な
振
り
袖
や
大
島
紬
姿
、
若
者
た
ち

の
笑
顔
で
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
な
お
、
出
席
者
名
は
次
の
と
お

り
で
す
（
前
中
後
列
・
右
か
ら
）。

大
和
校
区
（
対
象
19
名
）

　

前
列
③　

郁
島　

奏
海

　

前
列
⑦　

森　
　

孝
雄

　

前
列
⑧　

畑
島　
　

航

　

前
列
⑨　

市
田　

泰
海

　

中
列
②　

梅
畑　

夏
香

　

中
列
③　

神
田　

由
美

　

中
列
④　

武
原
み
の
り

　

中
列
⑤　

納　
　

亜
実

　

中
列
⑦　

奥
田　

華
子

　

中
列
⑧　

愛
川
み
さ
と

　

後
列
①　

畑
島　

高
信

　

後
列
③　

谷
村　

翔
平

　

後
列
④　

平　
　

大
成

　

後
列
⑤　

壽
福　
　

衛

　

後
列
⑥　

盛
山　

敦
史

　

後
列
⑦　

吉
原　

和
喜

　

後
列
⑧　

福
山　

隆
洸

　

後
列
⑨　

森　
　

正
慈

大
棚
校
区
（
対
象
６
名
）

　

中
列
⑥　

前
田　

里
穂

　

中
列
⑨　

今
井
明
利
香

戸
円
校
区
（
対
象
５
名

　

中
列
⑩　

川
口　
　

納

名
音
校
区
（
対
象
５
名
）

　

前
列
①　

川
畑　

絵
美

　

前
列
②　

民　
　

彩
夏

　

中
列
①　

宮
島　

佳
奈

　

後
列
②　

重
田　

一
平

今
里
校
区
（
対
象
３
名
）

　

出
席
者
な
し

火
災
・
災
害
の
な
い
一
年
に　

　

1
月
4
日
、
大
和
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
村

内
の
5
分
団
、
52
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

消
防
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
出
初
め
式
は
消
防
団
員
の
士
気
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
1
年
間
の
無
火
災
・
無

災
害
を
祈
念
し
て
毎
年
1
月
4
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

式
は
団
員
の
行
進
に
始
ま
り
、
通
常
点
検
、

村
長
に
よ
る
観
閲
式
（
写
真
）、
小
型
ポ
ン
プ

に
よ
る
一
斉
放
水
を
披
露
。
団
員
の
機
敏
な

動
き
で
ホ
ー
ス
が
延
長
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
5
本
の
放
水
ア
ー
チ
が
か
か
る
と
観
客
か

ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
年
ぶ
り
に
大
棚
集
落
で
民
家
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
消
防
団
員
や
地
域

住
民
が
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
迅
速

な
消
火
活
動
を
展
開
。
住
宅
密
集
地
に
も
か

か
わ
ら
ず
延
焼
を
防
ぎ
最
小
限
の
被
害
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
お
け
る
防
災
力
を
高

め
、
火
災
や
災
害
か
ら
村
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

日
本
消
防
協
会
表
彰　

30
年
勤
続
章

　

伊
村
光
志
（
大
金
久
・
56
歳
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
表
彰
10
年
勤
続
章

　

森
田
幸
一
郎
（
大
棚
・
50
歳
）

　

重
野
浩
也
（
今
里
・
47
歳
）

県
消
防
協
会
支
部
長
表
彰　

功
績
章

　

重
野
浩
也
（
今
里
・
47
歳
）

県
消
防
協
会
支
部
長
表
彰
15
年
勤
続
章

　

元
山
満
雄
（
大
金
久
・
49
歳
）

　

今
井
隆
（
大
棚
・
42
歳
）

叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

　

直
島
榮
男
（
津
名
久
・
76
歳
）

大
和
村
消
防
団
出
初
め
式
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新春行事２０１３

心
地
よ
い
刺
激
の
中
で
初
泳
ぎ　

　

１
月
２
日
は
国
直
海
岸
で
大
和
村
水
泳
連

盟
（
伊
集
院
幼
会
長
）
主
催
の
新
春
初
泳
ぎ

が
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
50
名
の
ス
イ
マ
ー

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
伊
集
院
会
長
が
新
年
の
あ

い
さ
つ
で
「
冷
た
い
海
に
入
る
こ
と
で
身
を

清
め
、
一
年
を
健
康
で
す
ご
せ
る
よ
う
元
気

に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
寒
さ
に
凍
え
る
参
加

者
を
激
励
。

　

例
年
北
風
が
吹
き
、
時
化
の
中
行
わ
れ
る

同
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
今
年
は
無
風
、
快
晴
の

好
条
件
。
参
加
者
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
準
備
運

動
で
汗
を
か
い
た
後
、
一
斉
に
海
へ
と
突
入
！

暖
か
い
陸
上
と
異
な
り
海
水
は
冷
た
い
よ
う

で
気
勢
を
発
し
な
が
ら
の
入
水
で
し
た
。

　

参
加
者
は
沖
合
ま
で
泳
ぎ
、
全
員
が
輪
に

な
っ
て
恒
例
の
三
本
締
め
を
。
一
年
間
の
無

病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
が
集
合
し
恒
例
の
写
真
撮
影
。

寒
さ
を
こ
ら
え
て
笑
顔
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
て

参
加
者
た
ち
も
終
了
の
合
図
と
と
も
に
一
目

散
に
陸
へ
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。
海
水
の

適
度
な
刺
激
で
身
を
清
め
た
参
加
者
た
ち
は

気
持
ち
新
た
に
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

真
剣
な
表
情
で
書
き
初
め
教
室　

　

１
月
７
日
、
大
和
村
中
央
公
民
館
に
て
新

春
の
書
き
初
め
教
室
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の

小
学
生
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
教
室
は
大
和
村
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る
「
大
和
村
冬
休
み
学
習
教
室
」
の

一
環
で
、
村
内
小
中
学
校
の
先
生
達
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
や
目

標
や
抱
負
な
ど
学
年
に
応
じ
た
課
題
に
挑
戦
。

講
師
の
先
生
方
か
ら
筆
の
持
ち
方
や
筆
の
運

び
方
、
字
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

課
題
の
言
葉
を
書
き
上
げ
た
子
供
達
は
、

「
漢
字
は
難
し
か
っ
た
け
ど
集
中
し
て
書
け

た
」、「
止
め
、
跳
ね
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
か

っ
た
」、「
最
後
は
自
分
な
り
に
納
得
の
い
く

字
が
書
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
姿
勢
を
た
だ
し
、
集
中
し
た
表

情
で
筆
を
走
ら
せ
新
年
の
決
意
を
新
た
に
し

た
様
子
。
記
念
撮
影
で
は
、
書
き
上
げ
た
作

品
を
手
に
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
書
き
初
め
で
一
年

の
誓
い
を
形
に
し
て
み
て
は
い
か
が
？
き
っ

と
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

気
持
ち
新
た
に
新
年
の
誓
い

昔
な
が
ら
の
正
月
行
事

ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
ー
セ
で
健
や
か
に　

　

１
月
７
日
は
ナ
ン
カ
ン
ゼ
ッ
ク
（
七
日
の

節
句
）。
数
え
年
７
才
と
な
る
子
供
は
、
親
戚

や
ご
近
所
な
ど
７
軒
の
お
宅
か
ら
に
ナ
ン
カ

ン
ジ
ョ
ー
セ
（
七
日
の
雑
炊
）
を
貰
っ
て
廻

り
ま
す
。

　

ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
ー
セ
食
べ
る
こ
と
に
は
厄

払
い
の
意
味
が
あ
り
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

大
和
村
で
作
ら
れ
る
ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
ー
セ

は
、
春
の
七
草
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
、

シ
ュ
ー
ツ
ケ
ウ
ワ
（
塩
豚
）
や
ド
ー
コ
ネ
（
大

根
）、
ウ
ム
（
山
芋
）、
ナ
バ
（
椎
茸
）、
イ
ビ

（
車
海
老
）
な
ど
正
月
で
使
用
し
た
具
菜
を
炊

き
込
ん
だ
も
の
が
一
般
的
。
最
近
は
ナ
ン
カ

ン
ジ
ョ
ー
セ
に
お
祝
い
を
添
え
て
渡
し
ま
す
。

　

画
像
は
、
祖
母
の
中
マ
サ
さ
ん
（
国
直
）

宅
で
ナ
ン
カ
ン
ジ
ョ
ー
セ
を
い
た
だ
く
大
野

日ひ

な

こ
菜
子
（
湯
湾
釜
）
さ
ん
と
母
の
正
美
さ
ん
。

　

日
菜
子
さ
ん
は
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、
と
て
も
嬉
し
そ

う
に
「
あ
り
が
っ
さ
ま
り
ょ
ー
た
」
と
お
礼

を
言
っ
て
ま
し
た
。
ご
両
親
だ
け
で
な
く
祖

父
母
や
親
戚
、
地
域
住
民
全
員
が
子
供
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
カ
ト
ハ
ツ
カ
は
ヒ
キ
ャ
ゲ　

　

奄
美
大
島
で
は
ヨ
ー
カ
ト
ハ
ツ
カ
（
18
日

か
ら
20
日
に
か
け
て
）
に
ヒ
キ
ャ
ゲ
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。
ヒ
キ
ャ
ゲ
は
ハ
ヌ
ス
（
サ
ツ

マ
イ
モ
）
を
蒸
し
て
つ
ぶ
し
、
餅
米
の
粉
と

練
り
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
以
前
は
水
餅
に

し
て
お
い
た
ト
ゥ
ク
餅
（
床
餅
）
を
使
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

1
月
18
日
、国
直
莢さ
や

の
会
（
晨
原
政
代
会
長
）

で
は
地
域
支
え
合
い
活
動
の
一
環
と
し
て
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
と
ヒ
キ
ャ
ゲ
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
日
作
っ
た
ヒ
キ
ャ
ゲ
の
材
料
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
10
キ
ロ
と
米
粉
２
キ
ロ
、
砂
糖

少
々
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
木
ベ
ラ
や
す

り
こ
ぎ
を
使
っ
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
す
り
潰
し

手
際
よ
く
練
り
込
み
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

ヒ
キ
ャ
ゲ
を
一
口
い
た
だ
く
と
サ
ツ
マ
イ
モ

の
甘
味
と
素
朴
な
風
味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広

が
り
ま
し
た
。

　

調
理
後
の
食
事
会
で
は
、
会
員
か
ら
「
定

期
的
に
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
郷
土
料
理

を
学
び
た
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
さ
っ

そ
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
四
季
や
年

中
行
事
と
深
く
関
わ
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
郷

土
食
。
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
「
島
の
宝
」

が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ヒキャゲ ナンカンジョーセ

Special Feature
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や
ね
だ
ん
に
お
け
る
地
域
さ
さ
え
あ
い

　

基
調
講
演
を
行
っ
た
豊
重
哲
郎
先
生
は
鹿

屋
市
柳
谷
集
落
、
通
称
「
や
ね
だ
ん
」
の
公

民
館
長
（
区
長
）。「
行
政
に
た
よ
ら
な
い
地

域
お
こ
し
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
地
域
興
し
の

達
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
重
先
生
と
柳
谷
集
落
の
活
動
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
生
産
や
土
着
菌
を
活
用
し
た
農
業

の
実
践
、
子
ど
も
の
た
め
の
寺
小
屋
の
運
営
、

火
災
報
知
器
の
設
置
、
緊
急
通
報
装
置
の
設

置
、
芋
焼
酎
「
や
ね
だ
ん
」
の
販
売
、
空
き

家
を
改
修
し
た
芸
術
家
の
受
入
れ
、
柳
谷
未

来
館
の
建
設
、
手
打
ち
そ
ば
食
堂
の
開
業
、

故
郷
創
世
塾
の
開
講
な
ど
多
岐
に
及
び
ま
す
。

　

柳
谷
集
落
に
は
成
功
事
例
を
学
ぼ
う
と
、

全
国
か
ら
年
間
４
、０
０
０
人
を
越
え
る
方
が

視
察
に
訪
れ
る
と
の
こ
と
。
集
落
に
対
す
る

経
済
効
果
も
大
き
く
、
運
営
費
の
余
剰
金
を

ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
た
ほ
ど

だ
と
か
。

　

豊
重
先
生
は
時
に
は
声
を
詰
ま
ら
せ
、
時

に
は
目
頭
を
う
る
ま
せ
な
が
ら
地
域
に
対
す

る
熱
い
思
い
、
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像
、
魅
力

あ
る
商
品
開
発
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
地

域
再
生
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

元
々
や
ね
だ
ん
は
、
人
口
３
０
０
人
、
高

齢
化
率
４
割
の
過
疎
の
村
と
の
こ
と
。
大
和

村
の
各
集
落
と
同
様
な
状
況
で
す
。
私
た
ち

も
や
ね
だ
ん
に
学
び
、
ま
ず
は
出
来
る
こ
と

か
ら
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

達
人
の
経
験
に
学
び
、
30
年
後
の
日
本
の
モ
デ
ル
に
。

豊
重
哲
郎
先
生

柳
谷
集
落
公
民
館
長

行
政
に
頼
ら
な
い
村
づ
く
り

やねだん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ユ
イ
の
心
を
カ
タ
チ
に
。」

やまと

国
直
莢さ

や

の
会
・
湯
湾
釜
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
・
大
棚
結む

す
び

の
会
・
名の

ん音
テ
ィ
ダ
の
会

豊
重
哲
郎
先
生
基
調
講
演
「
や
ね
だ
ん
に
お
け
る
地
域
支
え
あ
い
」
＆
大
和
村
地
域
支
え
あ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

12
月
８
日
、
大
和
村
体
育
館
に
て
大
和
村
地
域
支
え
あ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
大
和
村
）
が

開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
４
０
０
名
の
方
々
が
ご
来
場
下
さ
い
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
や

ね
だ
ん
に
お
け
る
地
域
支
え
合
い
」
と
題
し
豊
重
哲
郎
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
他
、「
ユ

イ
の
心
を
カ
タ
チ
に
」
の
テ
ー
マ
で
村
内
４
集
落
の
地
域
づ
く
り
団
体
の
代
表
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
成
果
と
見
え
て
き
た
課
題

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
24
年
度
大
和
村

地
域
支
え
あ
い
事
業
に
取
り
組
む
４
団
体
か

ら
、
国
直
莢さ
や

の
会
・
晨あ
さ
は
ら原
政ま
さ
よ代
会
長
、
湯
湾

釜
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
・
蔵
く
ら
た
だ
し正
代
表
、
大
棚

結む
す
びの

会
・
川か

わ
し
た下

八や

え

こ

重
子
会
長
、
名の

ん音
テ
ィ
ダ

の
会
・
納
お
さ
め
の
り
よ
し

教
芳
会
長
の
４
名
を
パ
ネ
ラ
ー
に

お
招
き
し
、
名
瀬
保
健
所
の
小
城
京
子
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
。
基
調
講
演
を
い
た

だ
い
た
豊
重
哲
郎
氏
を
助
言
者
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
4
名
の
パ
ネ
ラ
ー
が
日

頃
の
活
動
状
況
や
団
体
を
立
ち
上
げ
た
経
緯

に
つ
い
て
画
像
や
映
像
を
交
え
詳
細
に
紹
介
。

　

国
直
莢
の
会
は
「
地
元
特
産
品
で
あ
る
ジ

マ
メ
（
落
花
生
）
の
生
産
と
今
後
の
商
品
開

発
に
つ
い
て
」、
湯
湾
釜
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

は
「
高
齢
者
の
営
農
支
援
と
販
売
に
つ
い
て
」、

大
棚
結
の
会
は
「
大
棚
商
店
を
活
用
し
た
地

域
交
流
と
惣
菜
販
売
に
つ
い
て
」、
名
音
テ
ィ

ダ
の
会
で
は
「
喫
茶
『
の
ん
笑
談
所
』
を
拠

点
と
し
た
地
域
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
」
を

発
表
。

　

各
団
体
は
、
行
政
に
頼
る
こ
と
な
く
、
各

地
域
の
持
つ
特
性
を
生
か
し
着
実
に
歩
み
始

め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
し
か
し
、
活
発
に

活
動
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
団
体
で
す
が
、
団

体
間
の
交
流
の
機
会
は
少
な
い
と
の
こ
と
。

今
後
は
、
情
報
の
共
有
や
商
品
の
相
互
活
用

な
ど
交
流
を
深
め
て
行
き
た
い
と
も
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
重
先
生
か
ら
は
「
各
団
体
が
取

り
扱
う
商
品
は
安
価
な
商
品
ば
か
り
で
消
費

者
に
は
喜
ば
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
村

外
か
ら
外
貨
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
よ
り
付

加
価
値
の
あ
る
商
品
開
発
を
行
う
べ
き
」
と

の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
豊
重
先
生
は
「
今
日
み
な
さ
ん
か

ら
村
特
産
の
ス
モ
モ
の
お
話
が
聞
け
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
す
。
ス
モ
モ
は
生
食
だ
け
で

は
な
く
規
格
外
の
商
品
を
加
工
・
製
品
化
し
、

よ
り
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
を
販
売
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
最
近
需
要
の
多
い
介
護
食
と

し
て
有
望
な
食
材
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
ス

モ
モ
を
活
用
し
た
活
動
に
期
待
し
た
い
」
と

核
心
を
突
く
ご
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
む
こ
れ
ら
の
団
体
で
す
が
、
全
国
的
な

先
進
事
例
と
い
え
る
「
や
ね
だ
ん
」
豊
重
先

生
の
成
功
事
例
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
、

村
内
で
頑
張
る
他
の
団
体
の
現
状
を
聞
き
意

を
新
た
に
し
た
様
子
。
こ
れ
か
ら
の
各
集
落

に
お
け
る
支
え
あ
い
活
動
と
地
域
お
こ
し
活

動
に
期
待
が
高
ま
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
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環境省奄美野生生物保護センター（大和村思勝）
にて１２月８日（土）、環境省、第１３回「やせ

いのいきもの絵画展」の賞状授与式が行われました。
　今年のテーマは「奄美の夜の森・夜の海」として作
品を募集し、群島内から２１校、３５０点もの応募が
ありました。
　その中から厳正な審査の結果、生きもの大賞・あざ
やか賞・ユニーク賞・審査員特別賞の計１２点の作品
が選ばれ、入賞者には賞状と、副賞として入賞作品が
掲載された２０１３年カレンダー、拡大鏡が奄美自然
体験活動推進協議会会長 伊集院幼大和村長より手渡
されました。
　あざやか賞を受賞した高島洋くん（大和小学校 6 年）
は、今回で本絵画展の歴代最多受賞者となり、奄美野
生生物保護センターの田中自然保護官から、「コント
ラストが美しい。毎年高島くんの作品には目を惹かれ
ます。」とほめられ、うれしそうな笑みを浮かべてい

ました。
　やせいいのいきもの絵画展は、来年２月３日（日）
まで、奄美野生生物保護センターの企画展示室にて応
募作品全てが展示されています。子どもたちの豊かな
感性で描かれた、夜の奄美の生きものたちの姿をぜひ
ご覧ください。

生き生きと、鮮やかに。
第 13回やせいのいきもの絵画展

大和保育所（25 名）では 12 月 21 日、一足早く
クリスマスパーティーが行われました。

 　パーティーは保護者も参加して盛大に開催し、ジ
ュースやイチゴのケーキなどご馳走ををほおばりまし
た。お食事のあとは子供達が３週間前から練習を重ね
てきたというクリスマスソングの合唱や踊りを保護者
のみなさんに披露。カメラやビデオを手に子供たちの
元気な姿を納めていました。
 　パーティーの後半は先生がクリスマスの絵本の読
み聞かせを。子供達が先生の声に聞き入っていると、
遠くから鐘の音が聞こえてきて子供たちの顔は期待の
表情に。袋を抱えたサンタクロースが「メリークリス
マース！」と登場すると大歓声でサンタさんを迎えま
した。
　子供たちはお髭のサンタさんに興味津々の様で、「サ
ンタさんはどこから来たの？」、「その袋の中には何が
入っているの？」などと質問。サンタクロースが「み

んないい子にしてたかな～？」と一人一人にクリスマ
スプレゼントを手渡すと「ありがとうー」と大きな声
でお礼を述べていました。
 　この日に向けて部屋の飾りつけや歌や踊りの練習
をしてきた子供たち。２４日には『お家の』サンタさ
んからお目当てのプレゼントが届いたことでしょう。

大和保育所クリスマスパーティー

みんないい子にしてたかな～？

主要地方道名瀬瀬戸内線毛陣トンネル（大和浜～

大棚・１，２１２ｍ）内にて、１２月２０日に

防災訓練が行われました。

　防災訓練は鹿児島県大島支庁が主催し、大和村、奄

美警察署、大島地区消防組合消防本部、名瀬消防署、

大和消防分駐所、大和村消防団が参加。トンネル通行

者の生命を保護するとともに、関係機関の相互連絡や

防災活動の連携強化を図ることを目的として実施する

ものです。

　訓練は、トンネル内で乗用車同士が正面衝突し、１

人が重傷、１人が軽傷を負い、車両からもれた燃料に

引火して車両火災が発生したとの想定。訓練は軽傷者

がトンネル内に設置された非常電話で１１９番通報す

るところから始まり、情報伝達、出動訓練、交通規制、

救助、消火訓練、現場検証と進められました。

　発見者・事故車役の消防団員は真剣な面もちで訓練

に参加し、消防や警察関係者は迅速で的確な動きで訓

練を行っていました。

　訓練に参加した伊集院大和村長は「日頃から事故発

生に備え防災に対する意識を高めると共に、道路管理

者や消防、警察など連携を強化し事故防止にも努めた

い」と語りました。

ひらとみ朝市（同実行委員会主催）が 12 月 28 日、

思勝港緑地広場で開催され、早朝から正月飾り

や正月用の食材を求める人々でにぎわいました。

　同朝市は地産地消を進める農家グループによって

20 年程前に発足。当初はひらとみ神社前で不定期に

開催していましたが、現在は思勝港内にて年一回、

12 月 28 日に開催される年末の恒例行事となってい

ます。

　しめ縄や門松といった正月飾りの他、大根やヤマイ

モ等の農産物、新鮮な魚介類が多数並び、特に勝三千

也さん（５３歳）が出品した福元名産「福元どーこね

（大根）」は大人気で、一人 10 本単位で購入する客も。

　当日は実行委員会によって餅つきが行われ、会場に

は餅米を蒸す香ばしい香りと、餅をつく威勢のいい掛

け声が響きました。

　テントではつきたての餅やぜんざいが無料で振る舞

われ、訪れた人達は温かい食べ物にホッと一息ついて

いました。

　実行委員長の直島榮男さん（７６歳）によると、「今

年は天候に恵まれて何よりです。こうした催しで景気

づけをして新年を迎えて貰えばなりよりです」と語り

ました。

福元ドーコネ（大根）が大人気 !

関係機関と連携して事故防止。

年末恒例ひらとみ朝市

毛陣ンネル防災訓練

11

広報　　　　　　　１月号

10

広報　　　　　　　１月号



鹿児島県の最低賃金 必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

時間額 効力発生日

鹿児島県最低賃金 ６５４円 平成 24 年
10 月 13 日

適用範囲
鹿児島県下のすべての労働者に適用されます。
ただし、下表記載の産業に該当する場合は、各産業別最低賃金が適用
されます。

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　次に掲げる業務に主として従事する者
　イ　清掃又は片付けの業務
　ロ　手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて
　　行う組線、巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、
　　鋳ばり取り、刻印又は選別の業務（これらの業務のうち
　　流れ作業の中で行う業務を除く。）
　ハ　手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又
　　は取りそろえの業務

「百貨店，総合スーパー」とは、衣食住にわたる各種の商品を小売り
する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるか
が判別できない事業所であって、従業者が常時５０人以上のもの。

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　清掃又は片付けの業務に主として従事する者

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）
①　１８歳未満又は６５歳以上の者
②　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③　清掃又は片付けの業務に主として従事する者

時間額 効力発生日 適用範囲

電 子 部 品・ デ バ イ ス・
電 子 回 路、 電 気 機 械
器 具、 情 報 通 信 機 械
器 具 製 造 業（ 医 療 用 計 測
器製造業を除く、ただし心電
計 製 造 業 は 含 む ）

７００円 平成 24 年
12 月 21 日

百貨店，総合スーパー ６８０円 平成 24 年
12 月８日

自動車（新車）小売業 ７２４円 平成 24 年
12 月 19 日

鹿児島労働局・労働基準監督署
http://www.kagoshima.plb.go.jp 

最低賃金テレフォンサービス℡ 099-223-8881

≪最低賃金に関するお問い合わせ先≫
鹿児島労働局賃金室　（電話）099-223-8278　川内労働基準監督署　（電話）0996-22-3225
鹿児島労働基準監督署（電話）099-214-9175　加治木労働基準監督署（電話）0995-63-2035
鹿屋労働基準監督署　（電話）0994-43-3385　名瀬労働基準監督署　（電話）0997-52-0574

特定（産業別）最低賃金

地域別最低賃金
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お
誕
生
お
め
で
と
う

上
村　

彪こ
う
は波
さ
ん
（
上
村
拓
三
・
名
音
）

民　
　

歩ほ
の
か和
さ
ん
（
民　

幸
和
・
名
音
）

前
田　

龍
り
ゅ
う
せ
い清
さ
ん
（
前
田
清
和
・
大
棚
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岡
村　

健
一
様
（
83
歳
・
名
音
）

福
永　

眞
祥
様
（
79
歳
・
今
里
）

宮
田　

ヨ
シ
様
（
92
歳
・
今
里
）

川
野
ト
ミ
子
様
（
90
歳
・
大
和
の
薗
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

吉
永　

逸
子
様
（
故
春
日
シ
ゲ
様
）

宮
田　

益
慶
様
（
故
宮
田
ヨ
シ
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
原　

安
久
様
（
沖
縄
県
）

築
山　

修
紀
様
（
横
浜
市
）

今
田　

実
夫
様
（
兵
庫
県
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川
畑　

和
昭
様
（
奄
美
市
）

河
野　

達
人
様
（
日
置
市
）

勝
間
田
義
則
様
（
千
葉
県
）

OA
通
信
サ
ー
ビ
ス
FC
奄
美
（
奄
美
市
）

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

勝
　
幸こ
う
め
い盟
さ
ん

保
護
者
・
勝
　
栄
一
朗
さ
ん
（
名
音
）

カ
メ
ラ
の
後
ろ
で
お
母
さ
ん
が
呼

ぶ
と
元
気
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

こせきの窓

人 口　1,672 人（ △ 32）
男　　　801 人（ △ 17）
女　　　871 人（ △ 15）
世 帯　　880 戸（ △ 17）

１月１日現在
（前年同月比）

早朝の奄美の森を歩きませんか？
オオトラツグミさえずり一斉調査、参加者募集！

「オオトラツグミ」は奄美大島にのみ生息し、その生息数も少ない希少な鳥です。

この鳥の数の変動を知るために、特定非営利活動法人 奄美野鳥の会では、

毎年 3 月に市民参加型の調査をおこなっています。今年で 20 年目になります。

この調査を実施するにあたって、毎年多くのボランティア調査員を募っています。

3 月は鳥たちの繁殖の季節です。森の中に美しい鳴き声（さえずり）が響きます。

みなさんもオオトラツグミのさえずりを聞きに、清々しい早朝の森の中を歩いてみませんか。

　早朝の林道を歩きながら、聞こえてきた「さえずり」を地図に記録していきます。

事前の説明会で、調査のやり方や鳴き声を覚えていただきます。健康な方であればどなたでも参加できます。

詳しくは、奄美野鳥の会にお問い合わせ下さい。

◆日程

　３月 18 日（日）一斉調査（奄美中央林道、他）

　３月 24 日（日）補足調査（大和村地域）

　※事前説明会は 3/8 ～ 10 に奄美博物館でおこないます

　（3 日間中どこかにご参加ください）。

◆問い合わせ・申込み先

　特定非営利活動法人　奄美野鳥の会

　　ＴＥＬ：０９９７―５７―７５９３

　　ＨＰ：http://www.synapse.ne.jp/~lidthi/
オオトラツグミ（撮影：高美喜男）

 　

大
和
村
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
議
会
だ

よ
り
は
も
と
よ
り
、広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
情
報
の
提
供
を

行
う
た
め
、
映
像
及
び
音
声
を
ラ
イ
ブ
配
信

（
生
中
継
及
び
録
画
放
送
）
い
た
し
ま
す
。

 　

配
信
は
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
動
画
共
有
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
12
月
14
日
の
一
般
質
問
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
自
宅
に
居
な
が
ら
村
議
会
を
傍

聴
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

　

以
下
のU

RL

か
ら
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

ペ
ー
ジ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

際
は
大
和
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
に
行

く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
視
聴
に
あ
た
り
ま
し
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
記
載
さ
れ
た
免
責
事
項
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

http://w
w

w
.ustream

.tv/channel/
yam

atosongikai

　

大
和
村
で
は
、
救
急
時
や
災
害
避
難
時
等

に
お
い
て
、
村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と

地
域
で
の
支
え
合
い
体
制
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
救
急
医
療
情
報
カ
ー
ド
を

無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
世

帯
配
布
ち
ら
し
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
配
布
を
希
望
す
る
方

□
利
用
方
法

　

緊
急
時
に
必
要
な
医
療
情
報
等
を
記
入
し

た
フ
ァ
イ
ル
を
冷
蔵
庫
に
設
置
し
ま
す
。
例

え
ば
救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
る
時
な
ど
に

持
病
や
服
薬
等
の
情
報
が
確
認
で
き
る
た
め

迅
速
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
申
請
方
法

　

希
望
者
は
各
集
落
区
長
か
ら
配
布
申
請
用

紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

各
集
落
区
長
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

大
和
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

早
川
・
重
野
（
電
話0997-57-2218
）

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
税
務
署
が
開
設
す

る
申
告
会
場
の
受
付
、
相
談
期
間
は
、
平
成

25
年
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
平
成
25
年
３
月

15
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や

税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納

税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
と
納

税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。
確
定

申
告
の
提
出
は
、
郵
送
等
で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告

会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お

済
ま
せ
下
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
の
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作
成
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
大
島
税
務
署
（
５
２
―

４
３
２
１
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
を

お
送
り
し
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
約
２
，

２
０
０
万
件
の
持
ち
主
が
確
認
で
き
て
い

な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る
方

は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ

き
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
等
ま
た
は
大
和
村
住
民
税
務
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録
、
も
う

一
度
ご
確
認
を
。

□
受
付

　

月
～
金
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）

　

第
２
土
曜
日
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

※　

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）
は
ご

　
　

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

□
お
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

電
話
：0570-058-555

　

※050

ま
た
は070

か
ら
始
ま
る
電
話
で 

　

お
か
け
に
な
る
場
合
は03-6700-1144

　

Ｈ
Ｐ
：H

ttp://w
w

w
.nenkin.go.jp

年
金
記
録
、
も
う
一
度
ご
確
認
を

救
急
医
療
情
報
カ
ー
ド
を
配
布

自
宅
で
村
議
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

確
定
申
告
は
お
早
め
に
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白

と

ピ

ン

ク

の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
は
中
国
南
部
原
産
の
バ
ラ

科
サ
ク
ラ
属
の
落
葉
小
高
木
。
淡
紅
色
の
花

を
寒
期
に
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
『
緋
寒
桜
』

と
名
付
け
ら
れ
、
奄
美
で
は
旧
暦
12
月
の
頃

に
咲
く
こ
と
か
ら
シ
ワ
ス
バ
ナ
（
師
走
花
）

と
呼
ぶ
地
域
も
あ
る
そ
う
で
す
。

以
外
に
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ヒ
カ
ン

ザ
ク
ラ
は
移
入
種
。
島
内
の
サ
ク
ラ
は
全
て

人
の
手
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
だ
と
か
。

淡
赤
紅
色
の
花
に
魅
了
さ
れ
る
人
は
多
い
よ

う
で
群
島
各
地
で
盛
ん
に
植
樹
さ
れ
ま
て
き

ま
し
た
。
龍
郷
町
の
本
茶
峠
や
本
村
の
奄
美

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
水
辺
の
広
場
な
ど
、
島

内
に
花
見
の
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
つ
つ
あ
る
の

は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

大
和
村
で
も
特
に
大
和
浜
集
落
の
人
た
ち

は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
を
好
ん
だ
よ
う
で
、
荒
巻

地
区
や
長
溝
地
区
の
ス
モ
モ
畑
に
は
防
風
林

に
混
じ
っ
て
多
く
の
サ
ク
ラ
が
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
月
に
入
り
、
サ
ク
ラ
の
開
花
が

盛
り
を
迎
え
る
と
、
連
れ
て
ス
モ
モ
の
開
花

が
始
ま
り
、
赤
紅
色
の
花
と
純
白
の
花
の
共

演
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

群
れ
て
咲
く
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
も
鮮
や
か
で

す
が
、
天
に
向
か
っ
て
凛
と
咲
く
ス
モ
モ
も

清
楚
で
見
る
者
を
引
き
つ
け
て
止
み
ま
せ
ん
。

今
年
は
冷
え
込
み
が
厳
し
か
っ
た
せ
い
か

ス
モ
モ
の
開
花
が
例
年
よ
り
１
～
２
週
間
ほ

ど
早
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

久
々
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
の
で
写
真
に
納

め
よ
う
と
中
原
史
雄
さ
ん
（
大
和
浜
・
63
歳
）

の
ス
モ
モ
園
を
訪
ね
る
と
、
開
花
は
す
で
に

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
模
様
。
木
々
に
よ
っ
て
は

若
葉
が
芽
吹
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
固
定
し
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く

と
ス
モ
モ
の
向
こ
う
に
は
遅
咲
き
の
ヒ
カ
ン

ザ
ク
ラ
が
。
露
出
オ
ー
バ
ー
気
味
の
明
る
い

日
差
し
の
中
、
ス
モ
モ
の
純
白
と
ヒ
カ
ン
ザ

ク
ラ
の
赤
紅
色
、
そ
れ
に
若
葉
の
緑
が
ア
ク

セ
ン
ト
を
添
え
、
彩
り
鮮
や
か
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
織
り
な
し
て
い
ま
し
た
。

毎
春
訪
れ
る
季
節
の
サ
イ
ク
ル
と
は
い
え
、

咲
く
花
を
愛
で
る
高
揚
感
と
散
る
花
を
思
う

儚
さ
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
出
会
い

と
別
れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
た

だ
た
だ
、
出
会
っ
た
偶
然
に
感
謝
す
る
の
み
。

さ
て
、
ス
モ
モ
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
開
花

が
過
ぎ
る
と
畑
の
下
刈
り
、
摘
果
（
実
の
間

引
き
）、
枝
の
補
強
、
収
穫
へ
と
あ
わ
た
だ
し

い
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。
農
家
な
ら
ず
と
も

収
穫
ま
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
出
荷
で
き

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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